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十
九
年
前
佛
蘭
西
よ
り
歸
國
し
配
屬
せ
ら
れ
た
る
職
場
、
偶
々
神
保
町
の
近
邊
に
所
在
し
た

れ
ば
、
小
生
、
晝
休
み
に
古
書
店
街
を
散
策
す
る
こ
と
習
ひ
性
と
な
り
、
古
書
蒐
集
、
我
が

生
涯
の
道
樂
と
相
な
れ
り
。
最
近
は
電
腦
に
よ
る
古
書
の
通
信
販
賣
大
い
に
普
及
し
、
以
前

と
比
し
蒐
集
遙
か
に
容
易
く
な
り
ぬ
れ
ど
、
古
書
の
現
物
を
ば
手
に
取
る
の
感
觸
、
矢
張
り

格
別
の
捨
て
難
き
味
は
ひ
あ
り
。 

夏
の
風
物
詩
の
一
つ
に
百
貨
店
の
催
す
大
古
本
市
あ
り
。
數
多
の
古
書
店
一
堂
に
會
す
る
は

正
に
壓
卷
に
て
、
古
書
を
求
む
る
客
の
眞
劍
な
る
眼
差
し
と
相
俟
つ
て
、
暑
さ
忘
る
る
無
上

の
ひ
と
時
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今
夏
も
時
間
を
工
面
し
、
幸
ひ
に
も
大
古
本
市
に
二
度

ほ
ど
出
掛
く
る
こ
と
を
得
た
り
。 

 

新
宿
京
王
百
貨
店
の
大
古
本
市
（
七
月
下
旬
）
に
て
は
、
以
下
の
三
册
を
購
入
せ
り
。 

一
、
大
町
桂
月
評
釋
「
日
本
樂
府
」（
至
誠
堂
、
大
正
元
年
第
六
版
） 

天
金
、
函
入
り
、
極
め
て
美
し
き
状
態
の
古
書
な
り
。
頼
山
陽
の
「
日
本
樂
府
」
は
、
日
本

歴
史
の
名
場
面
六
十
六
を
漢
詩
に
し
た
る
も
の
に
て
、「
蒙
古
來
」、「
本
能
寺
」
な
ど
、
詩
吟

に
て
も
吟
詠
せ
ら
る
る
名
作
揃
ひ
な
り
。
桂
月
曰
く
、「
弘
安
の
役
は
、
我
有
史
以
來
の
一
大

快
事
也
。
而
し
て
能
く
之
を
歌
ひ
得
て
日
本
人
を
し
て
快
哉
を
叫
ば
し
む
る
も
の
は
、
獨
り

山
陽
の
蒙
古
來
あ
る
の
み
」
と
。
桂
月
の
解
説
、
格
調
高
く
、
既
に
藏
書
と
な
り
た
る
桂
月

評
釋
「
日
本
外
史
」（
至
誠
堂
、
大
正
五
年
第
四
十
四
版
）
と
共
に
終
生
の
愛
讀
書
と
な
る
こ

と
必
定
な
り
。 

二
、
萩
野
由
之
著
「
日
本
歴
史
」（
上
下
）（
博
文
館
、
明
治
三
十
年
訂
正
拾
七
版
） 

こ
れ
も
保
存
状
態
の
甚
だ
良
き
古
書
な
り
。
著
者
の
萩
野
氏
は
東
京
高
等
師
範
學
校
教
授
な

れ
ば
、
或
は
講
義
の
教
科
書
乃
至
副
讀
本
な
り
し
か
。
發
行
は
、
日
清
戰
爭
直
後
、
日
露
戰

爭
前
の
時
期
な
り
。
本
文
は
「
國
史
ハ
天
之
御
中
主
神
ニ
始
マ
ル
」
に
よ
り
始
ま
る
。
今
代

史
の
最
終
章
は
「
臺
灣
版
圖
ニ
入
ル
」
に
て
終
は
る
。 

三
、
平
尾
花
笠
著
「
愛
國
百
人
一
首
手
習
帖
」（
泰
東
書
道
院
、
昭
和
十
八
年
） 

戰
時
中
の
發
行
故
、
状
態
惡
し
と
雖
も
、
和
綴
じ
の
ペ
ン
習
字
手
本
は
貴
重
な
る
も
の
な
り
。 

柿
本
人
麻
呂
「
皇
は
」
よ
り
橘
曙
覽
「
春
に
あ
け
て
」
ま
で
の
百
首
。
文
語
の
苑
メ
ル
マ
ガ

に
好
評
連
載
中
の
市
川
浩
先
生
に
よ
る
「
愛
國
百
人
一
首
」
を
ば
十
倍
樂
し
む
爲
に
購
入
し

た
り
。 

 



東
急
東
横
店
の
大
古
本
市
（
八
月
中
旬
）
に
て
は
、
以
下
の
六
册
を
購
入
せ
り
。 

一
、
鴎
外
全
集
第
三
十
五
卷
「
日
記
」（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
年
） 

文
豪
の
日
記
は
、
文
語
を
學
ぶ
上
に
て
教
科
書
と
成
り
得
る
も
の
な
れ
ば
、
豫
て
よ
り
眼
を

皿
の
如
く
に
し
て
全
集
の
端
本
を
探
し
居
り
け
れ
ば
、
遂
に
發
見
し
た
る
喜
び
、
一
入
な
り
。

「
獨
逸
日
記
」
よ
り
、
明
治
十
七
年
十
月
十
三
日
（
鴎
外
伯
林
に
著
き
て
の
翌
々
日
）
の
記

述
、「
大
山
陸
軍
卿
に
見
え
ぬ
。
脊
高
く
面
黑
く
し
て
、
痘
痕
あ
る
人
な
り
。
聲
は
い
と
優
く
、

殆
女
子
の
如
く
な
り
き
」
と
。 

二
、
日
本
思
想
體
系
「
頼
山
陽
」（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
） 

收
録
さ
れ
た
る
「
日
本
政
記
」
は
、
神
武
天
皇
よ
り
後
陽
成
天
皇
ま
で
百
七
代
の
天
皇
の
編

年
體
に
よ
る
通
史
に
て
、
頼
山
陽
晩
年
の
渾
身
の
力
作
な
り
。「
日
本
政
記
」
は
伊
藤
博
文
・

井
上
馨
若
き
日
の
愛
讀
書
な
り
き
。 

三
、
大
町
桂
月
著
「
増
訂 

筆
の
し
づ
く
」（
郁
文
舍
、
大
正
十
一
年
） 

名
文
家
と
言
は
る
る
桂
月
の
代
表
的
な
る
隨
筆
集
な
り
。
た
と
へ
ば
「
樗
牛
の
一
生
」
は
、

大
學
時
代
よ
り
の
親
友
高
山
樗
牛
へ
の
弔
ひ
文
。
學
生
時
代
に
樗
牛
醉
ひ
て
戲
れ
に
桂
月
に

謂
ひ
て
曰
く
、「
君
は
體
が
弱
さ
う
な
り
。
必
ず
早
く
死
せ
む
。
君
死
な
ば
わ
れ
弔
文
を
作
ら

む
」
と
。 

四
、
安
藤
英
男
著
「
考
證
頼
山
陽
」（
名
著
刊
行
會
、
昭
和
五
十
七
年
） 

た
ざ
わ
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
る
同
著
者
の
「
頼
山
陽
」（
昭
和
五
十
四
年
）
と
ほ
ぼ
同
一
に

近
き
内
容
に
て
、
や
や
落
膽
し
た
る
も
、
之
れ
も
亦
古
書
蒐
集
の
樂
し
み
の
一
つ
か
と
思
ひ

直
し
け
り
。 

五
、
湯
澤
天
眞
著
「
國
民
朗
詠
讀
本
」（
麹
町
酒
井
書
店
、
昭
和
十
八
年
） 

日
本
人
の
有
名
漢
詩
作
品
を
一
册
の
文
庫
本
に
纏
め
た
る
も
の
な
り
。
題
字
は
内
閣
總
理
大

臣
東
條
英
機
に
よ
れ
り
。
戰
時
下
に
於
て
國
民
の
士
氣
を
鼓
舞
し
た
ら
む
。 

六
、
森
ま
ゆ
み
著
「
か
し
こ 

一
葉 

『
通
俗
書
簡
文
』
を
讀
む
」（
筑
摩
書
房
、
平
成
八
年
） 

樋
口
一
葉
の
書
簡
文
は
超
一
流
と
の
評
價
之
有
り
、
文
語
の
勉
強
に
は
恰
好
の
教
材
と
こ
そ

言
ふ
べ
け
れ
。
既
に
文
庫
本
は
所
有
せ
し
が
、
人
に
貸
し
て
戻
ら
ざ
れ
ば
、
元
の
本
も
購
入

し
た
る
次
第
な
り
。
た
と
へ
ば
、
暑
中
見
舞
い
の
文
よ
り
、「
今
日
は
寒
暖
計
九
十
度
を
越
し

申
候
い
か
が
御
し
の
ぎ
い
ら
せ
ら
れ
候
や
」。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
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